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１．Card Creator for Windows のインストールの流れ 

（１）Card Creator for Windows のインストール 

（２）データベース・エンジンのインストール 

（Actian Pervasive） 

（３）データベース・エンジンの認証 

（４）セキュリティ・キーを装着 

（５）カード発行プリンタの接続 

①再転写方式プリンタ（CX-330）の場合 

（Ａ）プリンタドライバーのインストール 

（Ｂ）ステータスモニタのインストール 

②再転写方式プリンタ（CX-7000,CX-7600）の場合 

（Ａ）プリンタドライバーのインストール 

（Ｂ）ステータスモニタのインストール 

③ダイレクト方式プリンタ（SPR-60,61,62,70,71,72,80,82）の場合 

（Ａ）プリンタドライバーのインストール 

（６）内蔵エンコーダのドライバのインストール 

（７）手差しエンコーダのドライバのインストール 
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２．Card Creator for Windows のインストール 

「Windows システムツール」→「コントロールパネル」を開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ユーザーアカウントとファミリーセーフティ」を選択します。 

「ユーザーアカウント」を選択し、「ユーザーアカントの制御」を開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

「ユーザーアカウントの設定変更」を選択します。 
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レバーを「通知しない」まで下げ、「ＯＫ」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「次のプログラムにこのコンピュータへの許可を変更しますか」で「はい」を選択し

ます。「ユーザーアカウントの変更」を閉じて終了します。 

Windows の再起動が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Card Creator for Windows の CD を CD ドライブ、またはスーパーマルチドライブ

にセットします。「フォルダを開いてファイルを表示」クリックします。 
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Windows マークキーと R キーを同時に押します。 

 

 

 

 

 

 

 

参照をクリックし「Disk1」を開き、「Setup.exe」をダブル・クリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「OK」をクリックし、「はい」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「はい」を選択し、「次へ」を押下します。 
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「次へ」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ユーザー名」と「会社名」を入力します。 

※両方入力しない場合は、「次へ」ボタンが有効になりません。 

下図の画面が表示しましたらインストール先のフォルダを指定します。 

標準では「C:¥Program Files (x86)¥Systems Intelligence Products¥Card Creator 

for Windows」にインストールされます。 

インストール先を変更したい場合は「参照」ボタンにて変更します。 

 

 

 

 

 

 

 

「次へ」→「次へ」をクリックします。 
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インストーラーは「Card Creator for Windows」、セキュリティ・キーのドライバも

インストールしています。 

右図の画面がでてから PC の環境によっては 10 分以上かかる場合があります。次の

画面がでるまでおまちください。 

 

 

 

 

 

 

 

「はい、今すぐ再起動します」を選択し「OK」をクリックします。 

「完了」をクリックして終了です。 
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【データベース・エンジンのインストール】 

（Actian Zen Ver13 のインストール） 

【スタンドアローンの場合】 

PSQL V13 SP1 Workgroup Edition を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「次へ」を選びます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「使用許諾契約の条項に同意しません」から「使用許諾契約の条項に同意します」へ

変更します。 
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【注意事項】 

（１）サーバーにインストールの場合は「サービスとしてインストールする」を選択

します。 

（２）クライアントの場合は「アプリケーションとしてインストールする」を選択し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

「すべて」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「インストール」をクリックするとインストールされ、「完了」が表示されましたら

クリックして終了です。 
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【クライアントの場合】 

PSQL V13 SP1 Client を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「使用許諾契約の条項に同意しません」から「使用許諾契約の条項に同意します」へ

変更します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「アプリケーションとして実行する」を選択し「次に」をクリックします。 
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「すべて」をクリックして「次へ」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「インストール」をクリックし「完了」をクリックして終了です。 
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【認証方法】 

この作業はサーバー、またはスタンドアローンのみ認証は必要です。 

クライアントをインストールした PC には不要です。 

（１） インターネットにつながっている場合 

Actian のプログラムから Pervasive License Administrator を開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

キーに認証番号を入力してください。 

「認証」ボタンをクリックすれば終了です。 

（２） インターネットにつながっていない場合 

Actian のアイコンにカーソルをあて、マウスの右をクリックします。 
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「エンジンを停止して終了」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エクスプローラを開き、“C:¥Program Files (x86)”を開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“Actian”を開きます。 
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“PSQL”を開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

“Bin”を開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“w3dbsmgr.exe”を選択しマウスの右をクリックし「管理者として実行」を選択しま

す。 
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“guipaadm.exe”を選択し、マウスの右をクリックし「管理者として実行」を選択しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※管理者で実行を選ばないと、あとで「実行」ボタンがアクティブになりません。 

認証番号を入力してください。 

 

 

 

 

 

 

 

製品キーを入れると、認証要求コードが表示されます。 
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製品キーと認証要求コードを弊社にメールか FAX にて送ってください。 

株式会社システムズ・インテリジェンス・プロダクツ 

TEL：03-5978-3401 

FAX：03-5978-3701 

弊社より送られた「認証キー」を入力します。 

「完了」ボタンがアクティブになったら、クリックしてください。 

これで手動認証は終わりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※データをサーバーに置き、クライアントにデータがない場合はこの作業は不要です。 
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【認証に必要なライセンス数】 

ライセンスの種類：Base と UCI 

ケース サーバー PC PC 

スタンドアローン なし Base 1 本 なし 

サーバー 

クライアント 2 台 

Base １本 

UCI 2 本 

なし なし 

Nas 

クライアント 1 台 

 Base 1 本 

 

 

Nas 

クライアント 2 台 

 Base 2 本 

UCI 1 本 

 

サーバーの場合（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Nas の使用に関しては動作確認を行っていますが、 

A G Tech 社は Nas の使用を保証していません。 

 

 

 

 

 

Base １本 

UCI 2 本 

認証なし 認証なし 
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「セキュリティ・キー」を PC の USB ポートに装着します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これで、CCW のインストールは終了です。 
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【Actian V13 アンインストール】 

設定をクリックしてください。 

「アプリ」を開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Actian PSQL V13 Workgroup SP1 の右下の「アンインストール」をクリックしてく

ださい。 
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「次へ」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「変更」から「削除」に変更します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後完了をクリックして終了です。 
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＜参考資料および注意事項＞ 

※データベース・エンジンのインストールできる OS について 

 Windows 7 Windows 8 Windows 10 

Pervasive V8.7 × × × 

Pervasive V10 ○ × × 

Pervasive V10(SP3) ○ × × 

Pervasive V11 ○ ○ × 

Actian V12 ○ ○ ○ 

Actian V13 ○ ○ ○ 
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４．カード発行プリンタのドライバのインストール 

 【CX-330 の場合】 

「スタート」→「コンピュータ」を開き、ＣＤ、またはスーパーマルチドライブを開

きます。「Drivers」を開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Windows8.1 対応版（Winodws7,8,8.1,10 はいずれもこれを選択してください）を開

きます。 

「Setup.exe」をダブル・クリックします。 
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インターフェースはＵＳＢを選択し、インストールでは必要な項目を選択します。「プ

リンタドライバー」、「ステータスモニタ」を選びます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「同意する」を選択します 

 

 

 

 

 

 

 

「次へ」を選びます。 

 

 

 

 

 

 

 

「次へ」を選びます。 
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「完了」をクリックします。「このドライバーソフトウェアをインストールします」

を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※コンピュータとプリンタを USB ケーブルで接続しプリンタの電源を入れてくださ

い。プリンタが検出されると自動的にインストールが進行します。 

このドライバーソフトウェアをインストールします」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「OK」をクリックします。「このドライバーソフトウェアをインストールします」を

選択します。 
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「完了」ボタンをクリックして終了です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「次へ」をクリックします。 

パスは C:¥Program Files (x86)を C:¥CCW32 に変更してください。 

「スタートメニューに登録する」にレ点を入れます。「次へ」をクリックします。 

 

 

 

 

 

「デスクトップにショートカットを作成する」にレ点を入れます。「完了」をクリッ

クします。 

 

 

 

 

 

インストールが完全に行われると、「プリンタ」「ステータスモニタ」の先頭のレ点は

消えます。これで終了です。 
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【CX-7000 場合】 

※指示があるまでプリンタの USB 接続、プリンタの電源を ON にしないでくだ 

さい。 

「スタート」→「コンピュータ」を開き、ＣＤ、またはスーパーマルチドライブを開

きます。「Drivers」を開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「CX-7000」フォルダを開き、「Setup.exe」をダブル・クリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

インターフェースはＵＳＢを選択し、インストールでは必要な項目を選択します。「プ

リンタドライバー」、「ステータスモニタ」、「電子マニュアル」全て選びます。 
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「次へ」、「デスクトップにショートカットを作成する」にレ点を入れて「次へ」をク

リックします。 

 

 

 

 

 

「完了」をクリックし、「ＯＫ」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

「同意する」を選択し、「次へ」、「次へ」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

「次へ」、「次へ」をクリックします。 
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「次へ」、「完了」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

「このドライバーソフトウェアをインストールします」を選択します。 

「ＯＫ」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

「このドライバーソフトウェアをインストールします」を選択し、この間にプリンタ

を USB ケーブルにて接続してくださいの説明が出ましたらプリンタを USB ケーブ

ルにて接続しプリンタの電源をＯＮにします。 

「完了」をクリックします。 
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「次へ」を選択し、「デスクトップにショートカットを作成する」にレ点をいれて、「次

へ」をクリックします。 

パスは C:¥Program Files (x86)を C:¥CCW32 に変更してください。 

 

 

 

 

 

「完了」と「ＯＫ」をクリックして終了です。 

 

 

 

 

 

ＰＣにインストールされますと、□の中のレ点は消えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

コントロールパネルの「デバイスとプリンタの表示」で確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

CX-7000 に IC エンコーダを組み込んでいる場合は２１頁の「５．USB－RS232C 変

換アダプタドライバのインストール」へ進んでください。 
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【SPR シリーズの場合】 

【Windows7 の場合】 

※Windows7 32BIT、64BIT ともインストール方法は同じですが、ドライバが保存さ

れている Path は違います。 

ダイレクト方式カード発行プリンタ（SPR-60,61,62,70,71,72,80,82）をＰＣに接続し、

コントロールパネル→システムとセキュリティ→デバイスマネージャを開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

接続されたダイレクト型カード発行プリンタは「ほかのデバイス」に表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表示しているプリンタの表示名をクリックし「ドライバ」のタブを選択し、「ドライ

バの更新」をクリックします。 
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「コンピュータを参照してドライバ ソフトウェアを検索します」を選択し、「参照」

ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

スーパーマルチドライブを選択してから「Drivers¥SPR6171_Printer_Driver¥Wind

ows7Vista」を開き、「OK」をクリックします。 

「NISUSB 用デバイス USB」「USB Driver For Card Printer」と表示すればイン

ストールは完了です。 
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【Windows8,8.1 の場合】 

※Windows8.1の 32BITと 64BITも共通のドライバ･ソフトウェアでインストールで

きます。 

キーボードのウィンドウズキーと R キーを押下します。 

 

 

 

 

 

 

 

「参照」ボタンをクリックし「SetupUsbDriver.exe」を指定します。 

またはエクスブローラー開き、「SetupUsbDriver.exe」をダブル・クリックします。 

 

 

 

 

 

 

「はい」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

「次へ」をクリックしますと、ドライバがインストールされ、完了します。 
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【Windows10 の場合】 

※Windows10 の 32BIT と 64BIT も共通のドライバ･ソフトウェアでインストールで

きます。 

キーボードのウィンドウズキーと R キーを押下します。 

 

 

 

 

 

 

 

「参照」ボタンをクリックし「SetupUsbDriver.exe」を指定します。 

またはエクスブローラー開き、「SetupUsbDriver.exe」をダブル・クリックします。 

 

 

 

 

 

 

「はい」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

「次へ」をクリックしますと、ドライバがインストールされ、完了します。 
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デバイスマネージャには機種によって下記のように表示されます。 

 プリンタ機種名 表示名 

1 SPR-60 NCP-150-N 

2 SPR-61 NCP-160-N 

3 SPR-62 NCP-165-N 

4 SPR-70 NCP-250-N 

5 SPR-71 NCP-260-N 

6 SPR-72 NCP-265-N 

7 SPR-80 NCP-350-N 

8 SPR-82 NCP-265-NB1 
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５．USB－RS232C 変換アダプタドライバのインストール 

※CX-7000,CX-7600 の場合、IC エンコーダはアダプタ内臓となっております。 

お使いの CX-7000 が使用している IC エンコーダが USB－RS232C 変換アダプタ、

USB 変換コネクタを使用しているかどうかは販売店にお問い合わせください。 

 【ラトック社の REX-USB60F の場合】 

CD-R の Drivers¥USB→RS232C変換ケーブル¥REX-USB60F¥USB60F.Setup.exe

をクリックします。 

「このファイルを実行しますか？」で「実行」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「次へ」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

「インストールをする」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

「完了」をクリックして終了です。 
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 【サンワサプライ社の場合（USB-CVRS9）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

「コントロールパネル」→「デバイスマネージャ」を開き、「ほかのデバイス」で

USB-Serial Controller が認識されていない場合は、コンピュータを開き、スーパー

マ ル チ ド ラ イ ブ を 開 き ま す 。「 Windows7(32,64) 」 の フ ォ ル ダ を 開 き 、

「cvrs9_10710_w7.exe」をクリックし起動させます。 

 

 

 

 

 

 

 

「Install」をクリックします。終了しましたら「Finish」をクリックし終了です。 

デバイスマネージャにて確認します。 
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インストールが完了したらデバイスマネージャにて確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[COM の変更について] 

ラトック社、サンワサプライの USB－RS232C 変換を使用する場合は COM の番号

を COM1 に変更する必要があります。 

コントロールパネルを開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「システムとセキュリティ」を開き、「デバイスマネージャ」を開きます。 
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ポート（COM と LPT）を開き、「USB Serial Port」の「COM」が１番以外の場合

は変更してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ポートの設定タブ」を選択し「詳細設定」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「COMｘ」を「COM1」に変更します。変更が終了しましたら Windows を再起動し

てください。 
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６．FTDI のインストール 

FTDI（CDM21228_Setup を使用した）のインストール方法 

操作方法：ファイル名を指定して実行ダイアログを表示します。 

［Windows ロゴ］キー＋［R］キーを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

「参照」ボタンをクリックして、CDM21228_Setup の場所を指定し、開くをクリッ

クします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「OK」をクリックします。 
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「ユーザーアカウント制御」の画面が表示されましたら「はい」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「Extract」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「次へ」をクリックします。 
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「同意します」を選択し、「次へ」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「完了」をクリックして終了です。 
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コントロールパネルを開きます。 

【Windows7 の場合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Windows8 の場合】 

（１）Window8 

アプリ画面からコントロールパネルを表示するには、以下の操作手順を行ってくださ

い。 

スタート画面上で右クリックし、画面下部に表示されたアプリバーから「すべてのア

プリ」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

（２）Windows8.1 

スタート画面上でマウスポインターを動かし、画面下部に表示された「ボタン」をク

リックします。 
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アプリ画面が表示されます。 

「コントロールパネル」をクリックするとコントロールパネルが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Windows10 場合】 

2017 年 4 月 11 日に「Windows10」の次期メジャーアップデートとなる「Windows 10 

Creators Update」の公開が予定されていますが、「Windows 10 Creators Update」

を適用した「Windows 10」においては、以下のようにスタートボタンを右クリック

する際に表示されるメニューでコントロールパネルの項目が設定という項目に置き

換わってしまいます。 
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「設定」をクリックします。 

「デバイス」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「デバイスマネージャ」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 46 

【スタートメニューから表示する】 

Windows10」のスタートメニューからコントロールパネルを表示する方法について記

載します。 

「Windows10」のスタートメニューからコントロールパネルを表示する方法に関して

は、「Windows10」のスタートメニューに表示されている全てのアプリという項目か

ら、コントロールパネルを表示させます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に「Windows10」のスタートメニュー画面が表示されます。 

そこでまずは、全てのアプリという項目を下にスクロールしてから、Windows シス

テムツール→コントロールパネルという項目順にクリックすることにより、

「Windows10」のコントロールパネルを表示することができます。 

また「Windows 10」のスタートメニューのライブタイル及びタスクバーに、コント

ロールパネルのショートカットアイコンを作成する場合は、Windows システムツー

ルという項目をクリックしてから、コントロールパネルという項目を右クリックして、

スタート画面にピン留めするまたはタスクバーにピン留めするという項目をクリッ

クしてください。 
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「システムとセキュリティ」を開きます。 

「デバイスマネージャ」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ポート（COM と LPT）USB Serial Port(COM3)」としてインストーされます。 
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【COM の番号を変更する場合】 

「OK」をクリックし「詳細設定」を選択し、「OK」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「COM3」の↓をクリックし、「COM1」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「COM1」を確認し、「OK」→「OK」をクリックします。 
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「USB Serial Port(COM1)」を確認したら、「×」をクリックし「デバイスマネージ

ャ」を終了させます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Windows を再起動して終了です。 
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FTDI インストール方法（Setup.exe を使用しない場合） 

コントロールパネルを開きます。 

【Windows7 の場合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Windows8 の場合】 

（１）Window8 

アプリ画面からコントロールパネルを表示するには、以下の操作手順を行ってくださ

い。 

スタート画面上で右クリックし、画面下部に表示されたアプリバーから「すべてのア

プリ」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

（２）Windows8.1 

スタート画面上でマウスポインターを動かし、画面下部に表示された「ボタン」をク

リックします。 
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アプリ画面が表示されます。 

「コントロールパネル」をクリックするとコントロールパネルが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Windows10 場合】 

2017 年 4 月 11 日に「Windows10」の次期メジャーアップデートとなる「Windows 10 

Creators Update」の公開が予定されていますが、「Windows 10 Creators Update」

を適用した「Windows 10」においては、以下のようにスタートボタンを右クリック

する際に表示されるメニューでコントロールパネルの項目が設定という項目に置き

換わってしまいます。 
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「設定」をクリックします。 

「デバイス」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「デバイスマネージャ」を選択します。 
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●スタートメニューから表示する 

Windows10」のスタートメニューからコントロールパネルを表示する方法について記

載します。「Windows10」のスタートメニューからコントロールパネルを表示する方

法に関しては、「Windows10」のスタートメニューに表示されている全てのアプリと

いう項目から、コントロールパネルを表示させます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に「Windows10」のスタートメニュー画面が表示されます。 

そこでまずは、全てのアプリという項目を下にスクロールしてから、Windows シス

テムツール→コントロールパネルという項目順にクリックすることにより、

「Windows10」のコントロールパネルを表示することができます。 

また「Windows 10」のスタートメニューのライブタイル及びタスクバーに、コント

ロールパネルのショートカットアイコンを作成する場合は、Windows システムツー

ルという項目をクリックしてから、コントロールパネルという項目を右クリックして、

スタート画面にピン留めするまたはタスクバーにピン留めするという項目をクリッ

クしてください。 
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「システムとセキュリティ」を開きます。 

「デバイスマネージャ」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ほかのデバイス」の「FT232R USB UART」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ドライバの更新」を選択し「OK」をクリックします。 
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「コンピュータを参照してドライバーソフトウェアを検索します。ドライバーソフト

ウェアを手動で検索してインストールします。」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハードウェアのドライバを含むフォルダを選びます。 

ここでは「CDM v2,12,28 WHQL Certified」フォルダを選択します 

「OK」をクリックし、次の画面で「次へ」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「閉じる」→「閉じる」をクリックします。 
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「他のデバイス」→「USB Serial Port」を選択し、「ドライバの更新」をクリックし

ます。 

「 

 

 

 

 

 

 

 

 

「コンピュータを参照してドライバーソフトウェアを検索します。ドライバーソフト

ウェアを手動で検索してインストールします。」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先ほど「CDM v2,12,28 WHQL Certified」を選択していますので、「次へ」→「次へ」

をクリックします。 
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「閉じる」をクリックすると、「USB Serial Port(COM3)」と表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【COM3 を COM1 に変更する】 

「OK」をクリックし「詳細設定」を選択し、「OK」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「COM3」の↓をクリックし、「COM1」を選択します。 
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「COM1」を確認し、「OK」→「OK」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「USB Serial Port(COM1)」を確認したら、「×」をクリックし「デバイスマネージ

ャ」を終了させます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Windows を再起動して終了です。 
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７．手差しエンコーダ（ICE-N2,N3）のドライバインストール 

手差しエンコーダ（ICE-N2,N3）はインターネットに接続されている環境では自動的

にインストールされます。 

インターネットに接続されていない場合は、「６．FTDI のインストール」を参照して

ください。 

 

８．Ｑ＆Ａ 

 

 

 

Ｑ：コンピュータに wbtrv32.dll がないため、プログラムを開始できません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ：データベース・エンジンがインストールされていません。 

９ページを参照してデータベースのエンジンをインストールしてください。 

 

Ｑ：カード発行をしようとしたら「forSTR860.dll が見つかりません。」のエラー表示。 
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Ａ：CX-330,CX-7000,CX-7600 のいずれかのプリンタドライバーがインストールされ

ていません。 

23ページ以降を参照して使用するプリンタドライバーをインストールしてください。 

 


